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拉
致
被
害
者
家
族
が
元
北
朝
鮮
工
作
員
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
を
外
務
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が
放
置
し
て
い
た
件
に
関
す
る
質
問

主
意
書

本
年
四
月
十
四
日
付
東
京
新
聞
の
記
事
は
、
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
田
口
八
重
子
さ
ん
の
長
男
の
飯
塚
耕
一
郎
氏
が
、
金
賢

姫
元
北
朝
鮮
工
作
員
宛
て
に
面
会
を
求
め
て
書
い
た
手
紙
（
以
下
、
「
手
紙
」
と
い
う
。
）
が
、
五
年
近
く
外
務
省
に
お
い
て

放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。
右
記
事
（
以
下
、
「
東
京
記
事
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
質
問
す

る
。

一

「
東
京
記
事
」
に
よ
る
と
、
外
務
省
が
「
手
紙
」
を
最
初
に
受
け
取
っ
た
の
は
二
〇
〇
四
年
二
月
下
旬
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
当
時
の
齋
木
昭
隆
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
審
議
官
が
「
手
紙
」
を
預
か
り
、
韓
国
政
府
に
渡
し
た
と
こ
ろ
、
同

国
政
府
は
金
元
工
作
員
に
は
渡
さ
ず
、
同
年
四
月
に
外
務
省
に
返
還
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。
事
実
な

ら
、
�
外
務
省
が
飯
塚
氏
か
ら
「
手
紙
」
を
受
け
取
っ
た
日
に
ち
並
び
に
当
時
の
担
当
者
の
官
職
氏
名
、
�
当
時
の
齋
木
審

議
官
が
韓
国
政
府
に
「
手
紙
」
を
渡
し
た
日
に
ち
並
び
に
当
時
の
韓
国
側
担
当
者
の
官
職
氏
名
、
�
�
の
韓
国
側
担
当
者
よ

り
「
手
紙
」
が
返
さ
れ
た
日
に
ち
並
び
に
そ
の
際
に
「
手
紙
」
を
受
け
取
っ
た
当
時
の
外
務
省
職
員
の
官
職
氏
名
の
右
三
点

に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



二

「
東
京
記
事
」
に
よ
る
と
、
飯
塚
氏
と
金
元
工
作
員
が
韓
国
釜
山
で
面
会
し
た
本
年
三
月
十
一
日
、
金
元
工
作
員
が
「
手

紙
」
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
、
「
手
紙
」
が
外
務
省
に
お
い
て
保
管
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。
事
実
な
ら
ば
、
�
「
手
紙
」
が
保
管
さ
れ
て
い
た
場
所
並
び
に

「
手
紙
」
の
保
管
を
担
当
し
て
い
た
外
務
省
の
部
署
、
�
外
務
省
と
し
て
初
め
て
「
手
紙
」
が
保
管
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
日
に
ち
の
右
二
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

「
東
京
記
事
」
に
よ
る
と
、
本
年
三
月
十
二
日
、
外
務
省
は
内
閣
官
房
拉
致
問
題
対
策
本
部
を
通
じ
て
「
手
紙
」
を
飯
塚

氏
に
返
却
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
外
務
省
と
し
て
、
「
手
紙
」
が
韓
国
側
よ
り
返
さ
れ
た
一
の
�
の
日
に
ち
の
直
後
、

な
ぜ
す
ぐ
に
飯
塚
氏
に
「
手
紙
」
を
返
却
し
な
か
っ
た
の
か
、
な
ぜ
外
務
省
に
お
い
て
そ
の
後
五
年
も
保
管
し
た
ま
ま
に

な
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

二
〇
〇
四
年
当
時
、
韓
国
側
に
「
手
紙
」
を
金
元
工
作
員
に
渡
す
こ
と
を
拒
否
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

五

二
〇
〇
四
年
当
時
、
韓
国
側
が
「
手
紙
」
を
金
元
工
作
員
に
渡
す
こ
と
を
拒
否
す
る
旨
我
が
国
側
に
伝
え
て
き
た
際
、
政

府
、
特
に
外
務
省
と
し
て
ど
の
様
な
対
応
を
と
っ
た
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。
韓
国
側
に
対
し
て
、
「
手
紙
」
を
金
元
工
作
員

に
渡
す
こ
と
を
粘
り
強
く
要
請
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
っ
さ
り
と
引
き
下
が
っ
た
の
か
、
当
時
の
や
り
取
り
を
可
能
な
範

二



囲
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

今
回
「
手
紙
」
が
飯
塚
氏
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
外
務
省
に
お
い
て
五
年
も
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
に
対
す
る
外
務
省
の
見
解
如
何
。

七

今
回
の
「
手
紙
」
放
置
の
件
を
受
け
、
外
務
省
と
し
て
誰
か
に
何
ら
か
の
処
分
を
下
す
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


